
令和７年 

西地区神車保存会 

総会議案書 
 

令和７年５月３１日（土） 

午後７時３０分 

神戸公民館 第一会議室 

 

次 第 

◆ 保存会長あいさつ 

◆ 西地区総代あいさつ 

◆ 議長選出 

◆ 議  題 

◎ １号議案 令和６年度 事業報告 

◎ ２号議案 令和６年度 会計報告 

       （監査報告） 

 

◎ ３号議案 保存会解散について 

◎ ４号議案 残余財産について 

◎ 解散式 

  

【添付資料】保存会規約・保存会組織名簿一覧表 

 

 

 

西地区神車保存会 



１１号号議議案案    令令和和６６年年度度  事事業業報報告告  

令令和和６６年年 55 月月１１日日～～令令和和７７年年５５月月２２４４日日  

  

〔会議及び総会開催記録〕 

令和６年５月１７日（金） 幹事会 

総会開催について 

役員選出 

 

令和６年５月２４日（金） 理事会 

総会開催について 

役員選出 

 

令和６年６月２日（日） 令和６年度 総会 

令和５年度事業報告・会計報告 

令和６年度事業計画案・予算案報告   

新会長・新役員報告 

 

令和６年８月３０日（金） 幹事会 

保存会解散について、山車まつり見学会 

山車蔵消火訓練、親睦会について 

 

令和６年９月１９日（木） 理事会 

保存会解散について、とこなめ山車まつり見学会 

山車蔵消火訓練、親睦会について 

 

令和６年１１月２６日（火） 理事会 

保存会解散について 

 

令和６年１２月１３日（金） 理事会 

保存会解散について 

 

令和７年２月２５日（火） 幹事会 

神車１００周年記念寄付について 

祭礼・宵宮振る舞い、親睦会について 

 



令和７年３月６日（水） 幹事会 

祭礼・宵宮振る舞い、親睦会について 

 

令和７年５月２０日（金） 幹事会兼理事会 

総会開催について 

保存会解散について 

 

 

〔開催事業〕 

令和６年９月２１日(土)  

山車蔵消火訓練、親睦会（だいどころ） 

消火訓練、親睦会 参加人員１７名 

 

令和６年１１月３日(日)  

第４回とこなめ山車まつり見学会  

青山駅集合 参加人員３名 

 

 

〔山車保存・調査研究・記録〕 

神車保存会ホームページ「神車 OFFICIAL SITE」管理・運営 

 

 

〔祭礼、その他協力〕 

令和７年４月１３日（土）、１４日（日） 

 はんだ春の祭礼 

 

令和７年５月２４日（土） 

 神車１００周年記念 

・式典（神車収蔵庫前）・披露会（神戸公民館北駐車場） 

 



〔案内、連絡発送記録〕 

令和６年５月２０日 総会決議・新役員案内 

神車オフィシャルサイトにて掲載 

 

令和６年８月３０日 理事会招集案内 

保存会解散について  

山車まつり見学会 他 

 

令和６年９月２日  

山車蔵消火訓練、親睦会案内送付 

とこなめ山車まつり見学会案内送付 

 

令和６年１１月１８日  

はんだ山車まつりカレンダー販売案内送付 

理事会招集案内 保存会解散について 

 

令和７年３月６日  

はんだ春まつり祭礼日程案内送付 

 

令和７年５月１０日  

総会開催案内、理事会開催案内送付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２号議案  令和６年度 収支計算書 

令和７年５月１3日現在 

（単位：円） 

 

  １．収入の部 

前年度繰越金             ２，０１３，６２０ 

令和６年度会費３４口（現会員３５名）   １７０，０００ 

預金利息                        ４１２ 

                   計  ￥２，１８４，０３２ ① 

 

 

 ２．支出の部 

神車オフィシャルサイト運営費         ５，０００ 

事務費（親睦会）                ４５，０００ 

幹事会お茶                  ８，９６７ 

メール便（山北新聞店）           １７，９５６ 

１００周年記念寄付              ９９，０００ 

宵宮振る舞い                ２０，０８８ 

                   計    ￥１９６，０１１ ② 

 

 

３．残 高     ①－②＝③      ￥１，９８８，０２１ ③ 

 

残高内訳 

     現  金        ０ 

     普通預金  ７８８，０２１（３２３，９２３＋４６４，０９８） 

     定期預金１，２００，０００ 

 計 ￥１，９８８，０２１ 

 

 

  

  



  

  

  

  

  

 



３３号号議議案案  保保存存会会解解散散ににつついいてて  
西地区神車保存会規約第１７条項により、本日の総会をもって解散させる

旨の決議は、過半数以上に当たる賛成をもって議決する。 

 

また、清算人の選任に関する決議は、総会の過半数の賛成をもってする議

決する。清算人の人数は、原則は 1 人以上で、清算人会を設置する場合は

3人以上が必要。 

 

【解散決議後の流れ】 

総会での解散が議決されると、清算事務が開始されます。以下に清算事務

の流れとします。 

 

    総会の解散決議・清算人の選任 

    現状の業務（現務）の終了・清算事務の開始 

    残余財産の使用用途の確定 

    清算年度の清算結了報告 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  



４４号号議議案案  残残余余財財産産ににつついいてて  
令令和和 77 年年 55 月月１１３３日日現現在在  

  

西地区神車保存会規約第１７条項により、本日の総会をもって解散させる旨の

決議は、過半数以上に当たる賛成をもって議決する。。  

  

  

１１案案  寄寄付付金金先先  西西地地区区・・西西馬馬場場神神車車のの装装飾飾ととししてて  

  

寄寄付付金金見見込込額額  １１，，９９８８８８，，００２２１１円円（（見見込込みみ））  

  

２２案案  清清算算人人にに一一任任すするる  

  

  

  

くく清清算算人人のの選選任任ににつついいてて＞＞  

  

解解散散及及びび清清算算人人ととししてて、、  

  

西西地地区区神神車車保保存存会会  会会  長長  澤澤田田  茂茂樹樹  

副副会会長長  今今井井  斎斎人人  

会会  計計  榊榊原原  善善弘弘  

以以上上３３名名をを選選任任すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



解散式 

西地区神車保存会規約第１７条項により、本日の総会をもって解散させる旨の

決議は承認されました。。  

  

よよっってて  

  

本本日日ををももっってて、、解解散散とといいたたししまますす。。  

永永いい間間、、あありりががととううごござざいいままししたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



西西地地区区神神車車保保存存会会規規約約  
 

（名 称） 

第１条   本会は神車保存会（以下「保存会」と言う）と言う。 

 

（目 的） 

第２条  保存会は神車の維持保存に努めるとともに会員の親睦を計り、祭礼の運営

に協力し、地域の文化振興に寄与することを目的とする。 

 

（事 業） 

第３条   保存会は前条の目的を達するために、次の事業を行う。 

（１） 山車の維持保存に関する事業。 

（２） 祭礼及びそれに伴う事業に参加し、活動する。 

（３） 後継者の育成に関する事業。 

（４） その他必要な事業。 

 

（会 員） 

第４条 保存会の会員は西地区の構成員などで本会の主旨に賛同するものである

とともに年齢を３０歳以上のものとする。 

 

（役 員） 

第５条 保存会に次の役員を置く。 

（１） 会 長 １名 

（２） 副会長 １名 

（３） 会 計 １名 

（４） 幹 事 数名を置く 

 

（役員の選出及び任期） 

第６条  会長は総会において会員の中より選挙で選出し、その他の役員は会員の中

から会長が指名し、総会において会員の承認をえる。その任期は２年とする。 

ただし、再任は妨げない。 

 

（役員の職務） 

第７条 会長は保存会を代表し、理事会を召集することができる。 

２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故等々が発生した場合には、その職

務を代行する。 



３ 会計は経理を担当する。 

４ 幹事は保存会の運営を主務とし、理事会にて意見を述べるとともに、

幹事会を開いて会議することができる。 

 

（役員の補選と任期） 

第８条 役員に欠員が生じた場合は、理事会にてその補充を決定することができる。

ただし欠員のままでも良い。 

２ 前項でいう新たな役員の任期は前任者の残任期間とする。 

 

（顧 問） 

第９条 保存会に顧問を置くことができ、顧問選任資格としては区長・地区総代・

保存会長経験者とする。 

２ 顧問選任資格があっても本人は辞退することができる。 

３ 顧問は、保存会の運営に関する重要な事項について意見を述べること

ができる。 

 

（会 議） 

第１０条  保存会の会議は総会、理事会及び幹事会とする。ただし、重要な事項につ

いては地区の総代と事前に協議すること。 

２ 総会は年１回開催し、その期間は６月末頃とする。ただし、臨時に総

会を開催することもできる。 

３ 理事会は必要に応じて開催することができる。なお、理事会には、会

長、副会長、会計、幹事、顧問で構成し、さらに当該年度の総代及び副

総代を出席させなければならない。 

４ 幹事会は理事会の円滑な運営を図るべく必要に応じて開くことができ

る。なお、あらかじめ幹事長を１名決めておき、幹事長は会長が任命す

ること。 

５ 協議事項の内容に応じて該当者を出席させることができる。 

６ すべての会議は過半数以上の出席がなければ成立しない。（委任状は可

とする） 

７ 事業に置ける支出が壱拾萬円を超える場合は総会に諮らなければなら

ない。 

８ 協議事項は出席者の過半数をもって決定する。 

 

（運 営） 

第１１条 本会は、会費、寄付金等の収入をもって運営する。 

 



（会 計） 

第１２条 会計年度は毎年５月１日から翌年の４月３０日までとする。 

 

（監 査） 

第１３条 監査は当該年度の総代・副総代があたり、会計を監査し、その結果を理事会・

総会に報告する。 

 

（慶 弔） 

第１４条 会員死亡時には生花一対と香典料壱萬円とする。 

２ 会員には訃報連絡葉書を郵送する。 

 

（規 則） 

第１５条 退会する際は、退会届を提出すること。 

２ 保存会員としてふさわしくない行動などがあった場合は、脱会させる

ことができる。 

３ 当該年度末までに会費を納入しない会員は脱会させることができ、そ

の場合、保存会の法被を没収することができる。 

４ 上記事項で諸事情によっては考慮することができる。一度退会した会

員についても幹事会の承認をもって再入会することができる。 

 

（事故の責任） 

第１６条 保存会員は山車組組織の確認事項および誓約書を理解し同意の上、楽しく安

全な祭礼の遂行に協力する。 

 

（その他） 

第１７条 本会規約に定めるほか、運営上必要な事項が生じた場合は、総会に諮って決

定する。 

 

（保存会の事務所所在地） 

第１８条 保存会の事務所所在地を半田市花園町１－１２－１１に置くこととする。 

 

第１９条 保存会として祭礼時に寄付をすることができる。 

 

付則 

西地区神車保存会 平成１２年９月２３日設立 

本規約は平成１２年９月２３日から施行する。 

令和６年６月２日改正 


